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地道にコツコツと・・・

「コツとし、うよりも慣れだね。しっかり作る

ということを心掛けているJ とペンチで針金

を曲げながら話す小山さん。 昭和2年に先代

が 「人のやらない仕事を」 と金網屋を創業、

引き継いで25年になります。現夜作っている

のは工場関係で{恋うメ ッキかご、 j肯i争かご、

すくい網などが中心。一昔前ま では 「こたつ

綱、もち焼き網など専門て¥注文に追われて

| お知らせ号】

-小山友三さん(64歳・愛宕町)

いた」と当時を懐しみます。

ほとんど手仕事なので、 「かごで一日3制

が限度」といいます。それでも太い針金を仲

ばしたり、切断するには機械を{小、ます。「何

しろ、手て-党えているので、微妙な調幣は手

でないとねエ」と。最後に「跡取りはし、ない

が、今後もうち仕事なので地道に続けていき

たい」と語ってくれました。

“毎日が火の元警報発令中" 2・3
春の全国火災予防運動
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「蕃の全国火災予防運動」が、 3月1日(日)からア日目)

まで実施されます。この時期、消防署では消防訓練を

はじめ、さまざまな行事が行われます。これを機会に、

日ごろ忘れがちな火災の恐ろしさを、改めて思い起こ

しましょう。また、火災を出さないために何をすればl

よいのか、家族会議を聞いて話し合ってみてはい力、が

ですか。(問い合わせ・消防本部予防諜)

日が火の元警報発令中

4
忘
れ
な
い
で
/
火
災
の
恐
さ

【311春の全国火災予防運動)
ん
そ
か
ら
者
先
に
か
け
て
が
、
一
年

を
通
じ
て
火
災
が
故
も
多
い
の
を
ご

存
じ
で
す
か
。

こ
の
時
期
は
空
気
が

乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
な
ど
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
ち
ょ
っ
と

し
た
火
へ
の
不
注
意
が
、
大
き
な
火

災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平
成
三
年
、
一
年
間
に
起
き
た
火
災

は
二
十
九
件
(
前
年
二
十
七
件
)。

こ

の
う
ち
十
二
件
が
二

i
四
月
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
出
火
原
因
で
按
も
多

い
の
は
、
一
大
よ
ら
な
べ
な
ど
の
過
熱

に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
火
災

の
多
く
は
、
日
ご
ろ
の
心
が
け
で
か

な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

田
寝
た
ば
こ

や
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
{

を
し
な
い

因
子
ど
も
に
は
、
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ
(

l
で

遊

ば

せ

な

い

い

回
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
…

六
酔
い

w

回
天
ぷ
ら
を
掲
げ
る
と
き
は
、
そ

の

~

場

を

離

れ

な

い

…

国
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
~

を

置

か

な

い

一

回
ふ
ろ
の
空
だ
き
を

し

な

い

…

白
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
一

の
を
泣
づ
け
な
い

1
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知
っ
て
お
き
た
い

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
火
が
入
る
」
の
で
な
く

「
油
が
過
熱
」

夫
ぷ
ら
を
掲
げ
る
の
に
適
当
な

油
温
は
削
度
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ

の
混
度
に
す
る
た
め
に
は
、

4
1

5
分
も
あ
れ
ば
じ
ゅ
う
ぶ
ん
。
テ

レ
ビ
や
長
電
話
に
夢
中
に
な
れ
る

な
ど
の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
そ
の
場
を
離
れ
な
い
」
「
離
れ

る
と
き
は
必
ず
消
す
」

が
安
全
で

お
い
し
い

一大
ぷ
ら
を
妨
げ
る
コ
ツ

で
す
。

水
を
か
け
た
り
、
な
べ
を
移
動

す
る
の
は
絶
対
や
め
て
/

i自が燃えよかったら、ガスのコックを止め、
消火器かぬれタオルなどで消しましょう。

1
日
平
均
町
田
/

救
急
車
の
出
動

上
岡
市

(背
木
村
を
含
む

)
の
一
平

成
三
年
の
紋
急
出
場
件
数
は
二
千
四

百
六
十

一
一
件
、
搬
送
人
民
が
二
千
三

百
七
十
八
人
で
し
た
こ
れ
は
前
年

に
比
べ
、
出
場
件
数
で
十
五
件

(
0
・

六
%
)
、
搬
送
人
民
で
凶
十
五
人
二

・

九
%
)
増
え
て
い
ま
す
。

-
お
年
寄
り
の
事
故
が
増
え
て
い
る

尚
齢
者
の
救
急
事
故
に
よ
る
搬
送

人
員
は
六
百
六
十
二
人
で
全
体
の
二

八

・
七
%
を
占
め
、
前
年
に
比
べ

六

十

一
人

(
九

・
二
%
)
増
加
し
、
十
時

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

-
安
易
な
利
用
や
め
よ
う
/

あ
な
た
は
、
い
さ
と
い
う
と
き
大

[21 広範うえだ4.2.16
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市の動き

一
丈
夫
で
す
和
正
し
い
応
急
手
当
の

5
d宮
戸年
寄
り

2
3
4

一
知
識
を
身
ド
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
ま
た
、
救
急
車
の
安
易
な
利
用
は

一

や

体

の

ど

避

慨

し

や

す

い

部

恒

で

…

避

け

ま

し

ょ

う

。

t
、

く

マ

似

た

ば

こ

に

並

立
。
家
紋
で
必
ず
川

火
の
始
末
を

マ
部
μ
肢
の
カ
ー
テ
ン
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
山

布
団
、
衣
瓶
な
ど
は
燃
え
に
く
い
加
~

工
の
も
の
を

ハ

と
き
ま
斤
一

司L

H

~

一
附
の
玄
関
近
く
な

灯油タンクのもれ

必ず点検をf

凍
結
な
ど
に
よ
る
危
険
物
施
設
か
ら
の
漏
油
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
灯
油
タ
ン
ク
な
ど
大
丈
夫
か
、
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。

①
防
油
堤
に
亀
裂
が
な
い
か

②
貯
蔵
タ
ン
ク
脚
部
は
固
定

8
れ
て
い
る
か

③
貯
蔵
タ
ン
ク
や
配
管
に
亀
裂
が
な
い
か

4日 tl: 4-i-始め式

5日 特別展 ・ 新#~ぷ1~将来符:1長 (Ij可分守資

料館、 -2月2日)

6日 県庁へ年・始あし、さつ凶り

7日 市民と市長の臼 宅内プール愛林表将

式 (iアクアプラザt田」に決定)
8日 中央江庁へあいさつ刷リ (東京、 -10

日)

11日 羽田大蔵大臣お悶入り (駅前で歓迎会、

市民会館で上小地区祝引会、約1，600人)

15日 成人式(市民会館、約1，200人)

16日 中国研修生17人が表敬訪問 点1，14di 
助役 ・総務部長会議

19日 上田市消防問出初め式 (ー1-11からイil己

会館まで目抜き通りをノ、レード、約1，800人)

20日 中国からの永住帰国者 (木下英徳一家

8人)が表敬

22日 地熱開発品泉細川Itr~イし式(主lt )

回医療問題研究委民会

23日 文化財IW火デ一立入検公 (中禅寺、前
山寺、西光寺、安楽寺、凶分寺、 1--問城な

ど、-24日)

24日 全国ili長会 (東京)

28日 広域谷署火災悲!定訓練 (号1)jiJi-i品泉)

29日 上田市緊急通報システム椋動式 (消防

本音1))

30日 17市助役 ・総務部長会議 (長野市)

火災現場協力者表彰式 (白川努さん) 中

国河北省人民政府よリ表敬訪問

31日 北陸新幹線建設WJ成 |百l照会

者19

時間別救急出場件数表 (菅木村含む)

11年 間i 件数 H寺 日l] 件数

よ!こiiiiO時-211キ 162 午後o1I:'j-211.J 225 
211.1j-411寺 98 2時-4時 242 

4時-611寺 64 4p寺-6 u寺 252 

61時-811寺 146 6時-8時 262 

811与-10時 257 8時ー1011年 223 

101時~午後O時 316 1011寺~午前011寺 214 

(合計-1'1'数) 2，461 

市民と市長の日

3月5日(刻午前9時~正午

市長室

広報うえだ4.2.16【3)



「
老
人
保
健
法
」
は
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
な
老
後
を
送
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
万
一
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
は
、

安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
と
の
目

的
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

f 

お年寄りの医療は

|健||保||人||老|

老
人
保
健
で
医
療
が

受
け
ら
れ
る
の
は
?

上
田
市
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

ω七
十
歳
に
達
し
た
月
の
翌
月
か
ら

(
誕
生
日
が
一
日
の
埼
合
は
そ
の
月

か
ら
)
ωム
ハ
卜
五
此
以
上
七
十
歳
未
満
で
、

一
定
め
附
叫
ん
計
が
あ
リ
、
市
民
の
認
定

を
受
け
た
人
{
認
定
を
受
け
た
月
の

物
川
か
ら
。
認
定
日
が
一
日
の
地
合

は
そ
の
川
か
ら
}

お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
は
?

阪
城
受
給
者
証
(
位
康
手
帳
)
と

保
険
証
が
必
要
で
す
@

一
部
負
担
金
ガ
変
わ
り
ま
し
だ

老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
の

一
月
か
ら
、
本
人
が
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
う
金
額
が
、
次
の
よ
う
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
(
平
成
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
)

マ
通
院
・
:
一
か
月
九
百
円

マ
入
院
:
・
一
日
六
百
円

た
だ
し
、
入
院
に
限
り
、
低
所
得

者
と
特
定
疾
病
め
か
た
は
、
一
部
負

制
一
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

マ
低
所
得
者
と
は
・
:
老
齢
福
祉
年
金

の
受
給
者
で
、
か
つ
生
計
維
持
者
が

市
民
税
非
課
税
の
人
二

日
三
百
円

で
二
か
月
限
度
)

マ
特
定
疾
病
と
は
・
・
・
人
工
透
析
と
血

友
病
こ
か
月
一
万
円
限
度
)

該
当
す
る
か
た
は
、
高
齢
者
福
祉

課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

医

療

費

の

請

求

老
人
保
健
で
医
療
を
長
け
る
場
合
、

医
療
機
関
で
一
部
負
刊
金
を
玄
払
い

ま
す
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
一
時
、
本
人
が
立
て
智
え
払
い

を
し
、
あ
と
で
申
梢
す
れ
ば
、
払
い

戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
や
む
を
え
な
い
理
由
で
、
保
険
証
、

受
給
者
証
を
持
た
ず
に
診
療
を
受
け

た
と
き
。

②
あ
ん
ま
、
山町
、
がけ

マ
ッ
サ
ー
ジ

の
施
術
を
保
険
医
の
同
意
が
あ
っ
て

受
け
た
と
き
。

③
保
険
医
の
指
示
に
よ
っ
て
補
装
具

を
作
っ
た
と
き
。

④
「
基
準
者
謎
」
を
行
っ
て
い
な
い

病
院
で
、
医
師
の
指
示
で
付
き
添
い

者
説
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
。(
事
前

に
市
長
の
象
認
が
必
要
で
す
)

⑤
病
人
の
入
院
、
転
院
な
ど
で
移
送

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
。

⑥
輸
血
の
た
め
、
生
血
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
。

申
請
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め司、

広範うえだ4.2. 16 [4] 



高
齢
者
悩
祉
課
へ
ご
連
絡
を
。

事
や
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
転
出
す
る
と
き
は
、
受
給
者
証
は

お
返
し
く
だ
さ
い
。
転
出
後
は
、
上

岡
市
で
交
付
し
た
受
給
者
証
は
他
用

で
き
ま
せ
ん
。
再
度
、
上
田
市

へ
転

入
し
た
場
合
は
、
新
し
い
受
給
者
証

を
お
渡
し
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
(
内

線

1
6
2
4
)

老
人
医
療
費
総
額
で
印
億
円
に

仲間との

コミュニケーション

も大切に

市では、市内の食料品製造事業所、スーパー、小売

庖などで詰め込みしている商品について量自の立入検

査と市外の製造元などてd詰め込みしている商品を買い

とって、その量目を験車する試売検査を行っています。

これは、毎年通商産業省の 「全国一斉需:自取締実地

計画」、上田市独自の「畳白取締計聞」に基づくもので、

商屈の繁栄と消費者保護をねらいとしています。

ぬ
勿

e
u
r
'

』

t
Lま
す
ノ

老
人
医
療
費
は
、
年
々
急
激
な
哨

加
を
続
け
て
お
り
、
平
成
二
年
度
の

老
人
医
療
費
は
、
総
額
四
十
九
億
五

千
九
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
両
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
こ
と
や
、
医
掠
が
高
度
化
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
{
下
表
)

ふ
だ
ん
か
ら
、
規
則
正
し

い
生
活

を
心
が
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

-後期商品量目立入検査の結果は次のとおりです。

t>検査期日平成 3年12月 9日~同20日

t>検査腐を菌数 20庖舗

t>検査個数 810個

t>不正J苫舗数 4底舗(不足率が10%以上の庖)
平成

3年度

ロ口悶 自
検査 正 量 走E 過 不 足

f回数 イ回数 率(%)イ回数 率(%)イ回数 率(%)

食肉 207 190 91.8 4 1.9 13 6.3 

肉製品 114 107 93.8 6 5.3 0.9 

魚介類 364 332 91.2 18 4.9 14 3.9 

そう~ 90 72 80.0 1.1 17 18.9 

幸之めん 5 5 100.0 一 一
その他 30 29 96.7 3.3 

会計 810 735 90.7 29 3.6 46 5.7 

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
手
続
き
を

-後期試賓検査の結果は次のとおりです。

t>検査期日 平成4年 l月 9日、 10日

t>検査偶数 185個

j! 
円

45 

ロ白ロ 自
検査 正 量 超 過 不 足
イ回数 個数 率(%)偶数 率(%)個数 率(%)

いカ、 1孟辛 5 5 100.0 一 一
li 甘 煮 5 5 100.0 

き の ー 5 4 80.0 20.0 ー
砂 総 120 120 100.0 

インスタントコーヒー 5 5 100.0 一 一
き しめん 5 5 100.0 

かき もち 5 5 100.0 一 一
さ き い力、 5 5 100.0 一 一
牛 ~L 5 5 100.0 

豆 事L 5 5 100.0 
草作 5 5 100.0 一 一

カJレヒスウォ-~- 5 5 100.0 一
国型せっけん 5 5 100.0 

台所用合成洗剤 5 5 100.0 一 一
4E』3 計 185 184 99.5 0.5 一

全
国

一
斉
「
量
目
取
蹄
」
の
結
果

圃圃圃

商
工
課

(
内
線
1
4
0
6
)

日
開
嶋
崎

5
、9
0
0
万
円

川崎憶
7
句

2
0
0
万
円

日
川
崎
間

4
5
0
0
方
向

引
億
4
、5
0
0
万
円

40 

35 

30 

今
年
の
節
介
に
は
、
二
ん
な
掛

け
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

の
状
況
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

市
で
は
、
今
年
も

「交
通
安
全

は
家
庭
か
ら
」
の
理
念
に
添
っ
て

次
の
頭
文
字
を
と
り
、
交
通
安
全

ゐ
ん
み

「安
3
つ
運
動
」
を
推
進
し
ま
す
。

安
定
・
・・
無
事
散
で
自
己
に
安
定
を

安
心
・
-e無
事
政
で
家
庭
に
安
心
を

安
全
:
無
事
故
で
地
域
に
安
全
を

交
通
安
全
は
、
人
と
宙
?
と
の
「
愛

二
と
ぱ
』
。
市
民
一
体
と
な
っ
て
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

4
司
交
通
事
故
発
生
状
況

----発生件数(件) 死者(人) 傷者(人)昭和62年 757( 10， 155) 10( 190) 926( 12，938) 

昭和63年 665(10，719) 10(208) 832(13，768) 

平成元年 706( 11 ，373) 8 (207) 863(14，525) 

平成2年 691 (11，452) 12(233) 844(14，484) 

平成3年 787( 11，417) 8 (220) 984(15，062) 

)内は長野県下の件数

広報うえだ4.2.16
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L 人に優しレ 1 
2か所にノ(一一一__/
公衆トイレ完成

このほど、市民会館前のトイ

レガ全面改修されました。工事

費は約904万円。ま芝、 上田駅の

南北連絡通踏建設に伴って、一時

移転していだトイレも現在地lこ

新設され、利用されています。

工事貨は約1.500万向。いずれの

トイレも、易体障害者用のトイ

レガ伺いています。

園

固

定

資

産

課

税

台

…

な
ど
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
一
一一一月

圃

…
二
日

ωか
ら
四
月
二
臼
附
ま
で
に
文

園

帳

縦

覧

マ

手

ま

守

…

書
で
固
定
資
産
評
価
J

審
査
委
民
会
に

マ
期
間

三
月
二
日

ωi同
二
十

…
務
責
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

マ

一一一
日
川
。
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分

…
問
い
合
わ
せ

資
産
税
諜

(内
線
1

1
午
後
五
時
十

4
分
(
土
雌
日
は
午

…
2
9
2
)

後
本
時
三
十
分
ま
で
)
一
な
お
、
第
二
・

第
四
土
山
日
は
休
み

マ
場
所

資

…
・

大

星

斎

場

マ

、

犬

・

産
税
課

(本
庁
合
一
階
)
マ
縦
貫
で
…

・

き
る
台
帳

土
地
課
税
台
帳
、
家
屋

…
圃

猫

め

ベ

ヴ

ト

慰

霊

祭

課
税
台
帳
、

償
却
資
産
課
税
台
帳

…

昨

年
三
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
に

マ
持
ち
物

本
人
縦
覧
の
場
合
は
印

…
大
民
南
場
で
火
葬
し
た
ペ

ッ
ト
や
、

鑑
(
同
肘
の
親
族

・
納
税
管
理
人
も

…
上
田
保
健
所
で
取
り
扱

ゥ
た
犬

・
狛

同
じ
)。
代
理
人
縦
覧
の
場
合
は
代
理

…
の
附
木
正
祭
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
人
選
任
問
ま
た
は
委
任
状
、
代
理
人

…

マ

と

き

三
月
四
日
制
午
後
三
時

…
の
印
指

(法
人
は
祉
印
、
縦
覧
者
の

…
三
ト
分

マ
と
こ
ろ

大
山
一南
場
ぺ

…
印
鑑
)

マ
審
査
の
申
し
出

前
年

…
y

ト
松
平
碑
前

マ
問
い
合
わ
せ

…
中
に
土
地
の
地
目
変
更
、
家
尿
の
減

…
上
小
制
犬
管
内
対
抗
協
議
会
、
動
物

…
失
ま
た
は
新

・
増
築
な
ど
で
、
課
税

…
愛
護
会
上
小
支
部

(
い
す
れ
も
上
回

…
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
新
た
な
評
価
純

一
保
健
所
内

・
8
@
1
2
6
0
)

舎年は参議院議員・県知事選挙

・一一 紹介します一--e

選挙管理委員・同補充員

今
年
は
、
七
月
に
参
議
院
議

以
通
常
選
挙
、
十
月
に
は
長
野

県
知
いや
選
挙
が
相
次
い

で
行
わ

れ
ま
す
選
挙
管
思
委
げ
は
な
ど

の
皆
さ
ん
に
は
、
御
苦
労
い
た

だ
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

昨
年
の
九
月
定
例
市
議
会
で
、

新
し
い
選
挙
管
理
委
は
お
よ
び

同
補
充
員
に
、
次
の
皆
さ
ん
が

就
任
し
て
い
ま
す
。
任
則
は
四

年
で
す
。

進
学
竹
内
委
い
は
長

選
挙

Mwm-吾川
H
H
K
職
務
代
月
4
n

圃
市
職
員
募
集
し
ま
守

圃
(
助
産
婦
・
看
護
婦
)

〈
職
種
〉

助
内
側

・
肴
議
日
明

〈
応
募
資
格
〉
次

の
い
ず
れ
に
も
該

…

一
当
す
る
人

…
マ
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に

一-生
ま
れ
た
人

…

…
マ
通
勤
可
能

の
範
囲
に
居
住
し
て
い

一
る
人

…

…
マ
助
産
附
ま
た
は
行
謎
婦
の
免
許
を

…

…
有
す
る
人

(平
成
問
年
五
月
末
日
ま
υ

…
で
に
資
格
取
得
比
込
み
の
人
を
含
む
)
…

一
マ
ト山
内
の
病
院

・
診
雄
所

・
医
院

・

…
肋
住
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
な
い
人

…

〈選
考
日
・
科
目
〉

…
マ
三
月
間
日
附
午
前
八
時
三
十
分
か

…

…
耐
桜

・
作
文

・
体
力
検
升

〈人
員
〉

朽
干
名

鴇沢守さん

(61歳・下川原柳m

Nw
h
 

吟
瓜
峯村正幸さん

(77歳・中毒，Ji)

選
挙
符
別
委
日

中村方亀勇さん

(63貴重・伊勢山)

泊
ん

)

8
升

川
山胤

倉

r絞
殺
司

frD
 

原

(

選
挙
管
型
委
日

〈
必
要
害
類
〉
マ
選
考
申
込
許

(総

臼

務
課
に
あ
り
ま
す

)

{

マ
版
朕
書

(総
務
課
に
あ
り
ま
す
)

マ
他
山
診
断
世
いけ

{
公
立
以
山
市
機
凶
で

受
診
し
た
も
の
)

マ
六
十
二
円
切
下
添
付
の
白
二
車
封

筒

(
合
育
述
給
用
、
あ
て
名
記
入

)

マ
助
産
婦
む
し
く
は
宮
市
議
婦
の
免
許
灯

誕
の

ηし
、
ま
た
は
助
産
締
も
し
く

は
行
護
婦
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科

の
修
了
見
込

(咋
業
)
証
明
詐

〈
申
込
期
間

・
申
込
先
〉
二
月
二
十

日
附
か
ら
三
月
三
日
開
ま
で

{
た
だ

し、

第
四
土
曜
日
は
閉
庁
臼

ず
に、

市
役
所
三
階
総
務
課

(内
線

1
2
0

3
)

へ。
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次
の
か
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が
選
ば
れ
ま
し
た

マ
三
石
千
代
子
さ
ん

(
白
山

・

下
紺
屋
町
)

マ
佐
蕗
今
雄
さ
ん

(
引
故

・
上

青
木
)

マ
矢
幡
た
い
子
さ
ん

(
均
成

・

上
・
本
郷
)

マ
石
井
豊
吉
さ
ん

回
)

『

8
h筑
・
.け川

，
F
h
u
-
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官月の相談

n 1:納付0)ゐ‘た、rJ峨桜子守カ、便利です!

圃
廃
車
・
名
義
変
更
A
m

l

-
圃
手
続
予
防
お
早
M
m
に

ぽ
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
係
自

一

…
動
以
な
ど
を
雌
阜
、
ま
た
は
品
波
し

…

…
た
と
き
は
、
川
月

一
日
刷
ま
て
に
次
の

…

…
場
刈
で
千
杭
き
を
し
て
く
た
き
ト

-
軽
自
動
車
・
ニ
輸
の
小
型
自
動
車
…

山
山
山
本
川
山
助
山
下
協
会
上
小
五
郎

一

る
@
1
8
7
5
}

-
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
白
川

一

動

車

市

民

税

謀
、
塩
田

・
川
西
各

一

五一前

今月の納税
園定資産税
都市計画税

国民健康保険税 8期

納期限は3月2日です

4期

マ
持
ち
物

出
引
の
場
介
は
ナ
ン

…

ハ
ー
プ
レ
ー
ト
し
-
印
鑑
、
名
品
変
一
見
…

の
場
へ
い
は
譲
渡
説
明
押
し
-
印
鑑

マ
…

そ
の
他

四
月
二
日
以
降
に
手
続
き

…

を
さ
れ
る
と
平
成
四
年
度
軽
内
助
ぃ山
十
…

税
か
諜
悦
さ
れ
ま
す

マ
問
い
合
わ
…

せ

山

氏

悦

諜

{
内
線

1
2
8
6
)

圃
目
指
持
う
ス
パ
イ
ワ

l

-
固
守
イ
ヤ
・
ゼ
ロ
め
町

市
で
は
、

一
月
二
十
一
日
仁
、
今

…

シ
ー
ズ
ン
四
回
自
の
ス
ハ
イ
ク
タ
イ

…

本11 J炎 者 日 日年 会 t品-など

3 ) J 1311 (金)
法 w キ11 3炎 13: 30-15 : 30 首i 予約itl;J:'I:.i，fj J辺

( f- 約制) 3) J271:1 (金) f生 jil~娘 (1付制 1388) 

13 : 30 -15 : 30 
所 l十一

3月511 (水)
人Ht;-悩みごと相談 宮

13:00-16:00 @ '1:. ぷ環 t兎 r~t
十一一

3月12日{本) 4 
{衛庁1:-3階1

J: J也往物相談 | 1 
13 : 00 -16 : 00 。

一 3 )J 2日(月 )
。
農業t5U会

民地問題相談
8 : 30-17 : 00 ( 4>:n' ~'i 2附)

一
h 政 キ11 ，i炎

3 ) J 9 rl (月}
朗氏デノ、ート

10: 00-15 : 00 

心内己ごと柄1，i炎 l
れがちi火U{d日

) 0 : 00 -15 : 00 社会制hl.IIIII，ぷ会

3月211:1(上) E ⑫ 2025 
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10: OO-A 

~~ i It 本fI よ灸 3J)18rJ(水)
( {-約制)1 13: 30-15 : 00 上回陶工会，;j~lifr

I~~ 険年金制，~炎
4ぽj盟Jl-金H/tlE:1 宮⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

1( -1'11 J炎 ilT;W)-1二U/Ul:I(午前)

市 |生川崎ぷil'j ，{~ ，~. irfj tII 談 9 : 00-17 : 00 
一 ( 市庁 ~"i3階 )4ij:;掛Ji-金曜日
百〈 j1li 相! 談

9 : 00-16 : 00 
i支

←一一司

fJi;~J)- 金日記日 PJr l'i'少年相次主
行少年初球 |

9: 00-16 : 00 会 ⑫ 8080

可・・・・圃

，{・市民相談は商斤舎2階から南庁舎3階へ移りました。

永市役所{立、第2・4土曜日は閉庁(休み)となります。

ヤ
装
心
不
調
伐
を
行
い
ま
し
た
謝
ぃ
圃圃

『
電
話
加
入
権
め

査
結
川
本
は
全
市
平
均
じ
・
ん
ア
で
、

・

-

昨
年
同
期
に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
ま

…
・

公

売

』

行

νま
す

し
た
{
左
図
)

…

マ

と

き

二
月
二
十
八
日
陶
午
前

昭
初
六
十
一
年
の
ヒ
|
ク
時
に
八

一
十
時

1
十
時
十
・
一分
(
説
明
は
午
前
九

卜
九
?
あ
っ
た
装
桁
中
は
、
皆
さ
ん

…
時
四
卜
五
分
か
ら
)

マ
と
こ
ろ

の
ニ
協
力
で
年
々
減
少
し
、
卜
じ
を

一
市
役
所
市
庁
台
五
階
部
三
会
議
ん
い
で

川
る
ま
て
に
な
リ
ま
し
た
ν

ま
だ
ス

…
マ
方

法

競

争

入

札

マ
入
札
参
加

ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
い
て
い
る
皆
さ
υ

者

本
人
{
印
鑑
持
参
)
、
な
お
代
型

ん
、
一
一
例

L
引
く
ス
ハ
イ
ク
粉
し
ん

…
人
乃
場
合
は
、
必
す
本
人
内
市
の
委

に
よ
る
被
山
札
口
を
な
く
し
、
ス
川
イ
ク

一
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
持
参

マ

タ
イ
ヤ
・
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
す
た
め
、

…
問
い
合
わ
せ
収
税
諜

(
内
総

1
3

脱
ス
ハ
イ
ク
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

…
0
2
)

生
前
環
境
諜
で
は
、
ス
ハ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
ヒ
ン
政
き
機
を

M
料
で
お
貸

し
し
て
い
ま
す
こ
利
川
く
た
さ
い
J

マ
問
い
合
わ
せ
佐
川
崎
明
諜

{内

線

1
3
8
9
}

スパイクタイヤ装着率の変化
(市内平均)

59.8 

目
別
年

l
R

78.0 

目
配
年
1
月

89.0 

引
年
1
月

昭
和

100 

50 

。
25 

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
懲
率

% 
) 

恩
給
欠
紡
者
の山口
さ
ん

請
求
は
お
済
み
で
す
か
っ
・

第
二
次
大
戦
中
、
日
本
以
外

の
地
域
に
勤
務
(
三
年
以
上
)

し
た
経
験
が
あ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
恩
給
欠
格
者
」
で
、
日
本
国

語
を
持
つ
人
に
は
、
請
求
に
基

づ
い
て
内
聞
紙
理
大
臣
名
の
書

状
を
、
さ
ら
に
七
十
歳
以
上
の

人
に
は
、
高
齢
者
の
順
に
併
せ

て
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

マ

請

求

先

干

山

東
京
都
文

京
区
大
塚
五
|
三
|
一
三
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第

一
謀
(
宮
閃
1
3
9
4
5
1
4

7
0
4
)

マ
問
い
合
わ
せ

厚
生
課
(
内
線

1
6
0
6
)
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-宮沢ひかるちゃん

( I歳6か月・諏訪形)

「お姉ちゃんたちに負けな

いくらい元気。なんでもよ

く食べますJ と母の笠子さ

ん。

保健 診tt
保健予防課(内線 1374)

3月の乳幼児健康診査

1>畳付時間 いずれも午後1時-2時 1>持ち物

母子健康手|帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳6か月児).1歳6か月児は、赤ちゃん手l阪の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。3蔵児

の健康診査票は、様式が変わりました。また、視聴覚

検査のアンケートも加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけくださし、。

保健センター(市役所南斤舎2階)

1出 きn人? 実施日 生年 月 日

4 カ・ 月
3月5日 3. 10. 16-10. 31 

3月17日 3. 11. 1-11. 15 

10 か 月
3月12日 3 . 4. 16-4. 30 

3月24日 3 . 5. 1- 5. 15 

1歳6か月
3月11日 2 8. 16-8. 31 

3月25日 2. 9. 1-9. 15 

3 詰え
3月2日 フじ. 2. 1-2. 15 

3月23日 7C. 2. 16- 2. 28 

塩田母子健康センター (塩田地区)

4 か月 I ~ ~ ~ _ I3. 10. 16-11. 15 
I 3月3B I 

10 か月 I ''''V - I 3. 4.16-5.15 

1歳6か月 I3月18日 I 2. 7.16-9.15 
川西社会福祉センター()11西地区)

4 か月 I I 3. 10. 16-11. 15 

10 か月

11坂6か月

3月4日 3. 4. 16 - 5. 15 

2. 8. 16-9. 15 

「各種俊診の申込書Jの提出

2月16日付けで全戸配布する 「各純検診の申込書(受

診状況調)jて¥胃検診 ・大腸検診 ・乳JJ}検診 .}，~本健

康診査の申し込みをとります。同時に各椴診の受診状

況についての調査も行L、ますので、全世帯記入のうえ

提出してください。平成4年度分の申し込みを一括し

てとりますので、胃 ・大腸 ・乳房検診の追加申込はで

きなくなリます。 忘れずに提出してください。

1>提出方法 申込書を切り離して、配布した提出用

封筒に入れて、隣組長さんなどを通して自治会長さん

に提出してください。 1>提出期限 3月5日(村 1> 

その他 詳しくは「各種検診の申込書(受診状況調)J

をご覧ください。

※今まで、結核検診と同時に各地区公民館などで実地

していたー椴健康診査は廃止となり、 4年度からは基

本健康診査として、市内の病・医院で受診するようにな

ります。今まで一般健康診査を受けていた人は、基本

健康診査を申し込んでください。

どもり、発音がおかしい子などの

「ことばの教室J

市では 「言撲が遅れているj rどもリ Jr赤ちゃん言

葉j r発脅がおかし~'j など、 言葉について気になる子

どもの相談を受け付けています。予約制。

1>対象 小学校入学までの子ども 1>とき 毎週水

曜日(午前中) 1>ところ 保健センター(南庁令2

1;皆) 1>申し込み 保健予防課(内線 13 7 9 ) 

乳房手術経験者のための

「やすらぎの会」

乳凶手術を経験された人は、どなたでもどうぞ。

1>とき 2月28日倒午後111寺30分-4時 1>ところ

保健センター (市役所南庁合2階) 1>内容 「ー

病息災」と題して、医師による講話、話し合い、保健

婦による相談など 1>問い合わせ 保健予防諜(内総

1 3 7 9 ) 

広報毛=9ー
やってみませんか?

市では、「広報うえだ」が皆さんに、より 畠，

親しまれ、より読E表れるものにしていくた . 'Ii.仇
めに、平成4年度の広報モニターを募集し W 間ιグ
ま写。詳しくは、「広報うえだJ2月1白雪 E謁語
16ページをご覧く定さい。 u主ミ
・問い合わせ 秘m~察(内線 1 112) "'=" 

広報うえだ4.2.16 (8] 
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